
 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

 平成21年雫石町10大ニュース…………………2
 改正農地制度12月施行に …………………………6
 健康センターが一部供用開始………………………8
 平成21年度秋の叙勲・褒章 ………………………9
 プレミアム商品券12月20日販売開始……10

観音堂さん「現代の名工」に
盛岡セイコー株式会社（町内板橋）に勤務す
る観音堂和司さん（57歳・上春木場）が平成 21
年度の「現代の名工」を受賞しました。100分
の 1ミリの世界で機械式腕時計の組み立て、
修理、技能指導を行う観音堂さんは「今後は第
2、第 3の名工を育てたい」と後進技術者の育
成にも意欲を燃やします。
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Ｈ
Ｋ
と
県
内
民
放
四
社
が

七
ツ
森
に
整
備
を
進
め
て

き
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
中
継

局
が
九
月
完
成
し
、
十
月
三
十
日
か

ら
本
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
で

地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の

高
画
質
・
高
音
質
や
デ
ー
タ
放
送
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

八
十
五
回
東
京
箱
根
間
往

復
大
学
駅
伝
が
一
月
二
日

か
ら
三
日
に
か
け
て
行
わ

れ
、
東
洋
大
学
の
八
区
と
し
て
出
場

し
た
本
町
出
身
の
千
葉
優
さ
ん
が
、

同
大
学
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

当
日
朝
の
エ
ン
ト
リ
ー
変
更
で
急

き
ょ
起
用
さ
れ
た
千
葉
さ
ん
。﹁
や
っ

て
や
る
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

地上デジタル放送
雫石中継局が開局

千葉優さん
箱根駅伝で東洋
大学の優勝に貢献

地
デ
ジ
放
送
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波

を
使
っ
て
放
送
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
つ
い
て
い
る

場
合
は
、
通
常
そ
の
ま
ま
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地

デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
か
、
現
在
の
テ

レ
ビ
に
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
チ
ュ
ー

ナ
ー
内
蔵
の
録
音
機
器
を
接
続
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

現
在
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
平
行
し
て

で
し
た
﹂。ト
ッ
プ
と
12
秒
差
の
二
位

で
た
す
き
を
受
け
取
っ
た
千
葉
さ
ん

は
、
そ
こ
か
ら
怒
と
う
の
走
り
を
見

せ
ま
す
。﹁
た
す
き
を
受
け
た
と
き
は

逆
転
の
こ
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。で
も
、ト
ッ
プ
と
の
差
が
縮

ま
っ
て
く
る
と
気
持
ち
が
高
ま
り
ま

し
た
ね
﹂。七
・
八
キ
ロ
付
近
で
追
い

つ
く
と
十
六
キ
ロ
過
ぎ
に
は
単
独

ト
ッ
プ
に
躍
り
出
ま
す
。﹁
突
き
放
す

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十

三
年
七
月
二
十
四
日
を
持
っ
て
終
了

し
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。ま
だ
、準
備
を
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
雫
石
中
継
局
開
局

整
備
を
き
っ
か
け
に
準
備
を
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
詳
し

く
は
家
電
小
売
店
な
ど
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

伝統の箱根駅伝を見事
に走り抜けた千葉さん

こ
と
だ
け
考
え
た
﹂
ス
パ
ー
ト
で
45

秒
の
リ
ー
ド
を
築
き
た
す
き
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

選
手
と
し
て
の
モ
ッ
ト
ー
を
聞
く

と
﹁
後
悔
し
な
い
よ
う
に
今
で
き
る

こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
る
こ
と
。
現

状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
前
に
進

み
た
い
で
す
﹂。そ
の
力
強
い
視
線
に

期
待
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

Ｎ第

’09
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

’09
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

’09
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

’09
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

10月から本放送が始まった
雫石中継局からの地デジ放送

1

2

町の平成 21年 10大
ニュースが決まりまし
た。１年の締めくくり
として町民の皆さんに
毎年この 10大ニュース
を選んでいただいてお
り、今年で 30回目を数
えます。投票は、一般
町民や町政モニター、
町内の各種団体などを
対象に、1人最高 10項
目を選ぶ連記方式で行
い、投票数の多いもの
から順位を決めまし
た。今年は、148人の皆
さんから回答をいただ
きました。ご協力あり
がとうございました。
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3 広報しずくいし　第647号

の
駅
﹁
雫
石
あ
ね
っ
こ
﹂

が
、
三
月
十
八
日
に
温
泉

の
入
浴
利
用
者
百
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。同
道
の
駅
は
、平
成

十
三
年
七
月
の
開
業
以
来
、
町
内
は

も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
百
万
人
目
は
、
町
内

の
阿
部
信
夫
さ
ん
︵
五
十
九
歳
・

林
︶。道
の
駅
を
運
営
す
る
株
式
会
社

し
ず
く
い
し
の
山
本
浩
社
長
と
と
も

宿
温
泉
活
性
化
事
業
の
一

環
と
し
て
町
が
鴬
宿
地
区

に
整
備
し
て
き
た
鴬
宿
地

区
水
辺
公
園﹁
う
ぐ
い
す
湯
の
里
公

園
﹂が
四
月
十
日
開
園
し
ま
し
た
。

鴬
宿
地
区
水
辺
公
園
は
、
温
泉
郷

の
目
抜
き
通
り
に
面
し
た
傾
斜
地

に
あ
り
、
広
さ
は
約
二
千
四
百
平
方

メ
ー
ト
ル
、
高
低
差
は
約
十
メ
ー
ト

ル
。
園
内
に
は
無
料
で
利
用
で
き
る

源
泉
か
け
流
し
の
足
湯
や
ベ
ン
チ
、

で
は
、
平
成
二
十
年
一
月

三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

の
一
年
間
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
二
月

二
日
、
岩
手
県
警
察
本
部
︵
保
住
正

保
本
部
長
︶か
ら
町
に
賞
賛
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

賞
賛
状
交
付
式
は
、
町
役
場
の
町

長
室
で
行
わ
れ
、
雫
石
町
交
通
指
導

道の駅
オープンから8年　
入浴者100万人達成

鴬宿地区水辺公園
「うぐいす湯の里
公園」が完成

交通死亡事故ゼロ
1年達成

県警から賞賛状

木
製
階
段
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷

き
詰
め
た
散
策
路
が
あ
り
、
鴬
宿
川

の
水
辺
や
対
岸
の
自
然
豊
か
な
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

整
備
以
前
の
土
地
に
は
宿
泊
や

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
入
っ
て
い
た
建

物
の
廃
虚
が
あ
り
、
住
民
か
ら
の
要

望
を
受
け
十
八
年
度
か
ら
廃
虚
解

体
撤
去
・
公
園
整
備
工
事
を
開
始

し
ま
し
た
。

公
園
整
備
に
当
た
っ
て
は
地
元

に
用
意
さ
れ
た
く
す
玉
を
割
り
ま

し
た
。
阿
部
さ
ん
は
﹁
道
の
駅
の
温

泉
は
、
週
に
一
回
は
利
用
し
て
い

る
。
こ
の
温
泉
は
気
軽
に
来
れ
て

ゆ
っ
く
り
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
﹂
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
の
ほ

か
、
九
十
九
万
九
千
九
百
九
十
九
人

目
と
百
万
一
人
目
の
来
館
者
に
も

雫
石
牛
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

隊
長
や
各
地
区
防
犯
交
通
安
全
協
会

長
ら
が
立
ち
会
う
中
、
盛
岡
西
警
察

署
長
か
ら
中
屋
敷
町
長
に
賞
賛
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
屋
敷
町
長
は
、﹁
国
道
46
号
と
い

う
交
通
の
大
動
脈
を
抱
え
る
町
で
、

一
年
間
死
亡
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と

は
、
交
通
指
導
隊
や
各
地
区
防
犯
交

通
安
全
協
会
と
連
携
の
う
え
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
き
た
努
力
の
結
果

無料の足湯や散策路などが楽し
める「うぐいす湯の里公園」賞賛状を受け取る中屋敷町長

くす玉を割る100万人目の阿部さ
ん（右から2番目）と前後の来館者

山本社長から記念品を
受け取る阿部さん（右）

鶯

道

町

住
民
や
鶯
宿
温
泉
観
光
協
会
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
な

が
ら
、
観
光
客
や
地
元
住
民
の
憩
い

の
場
に
な
る
よ
う
公
園
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
協
会
で
は
、
歩
い
て
楽

し
め
る
美
し
い
温
泉
地
を
目
指
し

て
水
芭
蕉
園
地
の
充
実
整
備
や
カ

タ
ク
リ
観
賞
地
の
拡
充
な
ど
の
﹁
三

十
の
魅
力
づ
く
り
﹂
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

で
あ
る
。
関
係
機
関
の
精
力
的
な
活

動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

各
種
運
動
に
取
り
組
み
、
こ
の
記
録

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
﹂
と

述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
は
九

月
末
現
在
︵
岩
手
県
警
察
本
部
調

べ
︶、継
続
中
で
す
。さ
ら
に
こ
の
記

録
が
継
続
す
る
よ
う
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

3
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4広報しずくいし　第647号

民
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー

︵
ア
イ
ー
ナ
︶
で
、
一
月

二
十
五
日
行
わ
れ
た
﹁
が

ん
ば
ろ
う
！
岩
手
２
０
０
９
﹂
市
町

村
応
援
フ
ェ
ア
︵
岩
手
県
主
催
︶

の
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
気
投

票
の
結
果
、
本
町
の
﹁
し
ず
く
ち
ゃ

ん
﹂
が
遠
野
市
の
﹁
カ
リ
ン
ち
ゃ

ん
﹂
と
と
も
に
百
四
十
三
票
︵
投
票

総
数
：
九
百
七
十
四
票
︶
を
獲
得
し

優
勝
し
ま
し
た
。

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
︵
Ａ

型
Ｈ
１
Ｎ
１
︶
の
感
染
が

九
月
、
町
内
で
も
初
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
年

四
月
に
メ
キ
シ
コ
で
感
染
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
後
世
界
的
に
流
行
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
に
は
世
界
保

健
機
関︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶が
、世
界
的
流
行

病
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
。
警
戒
水
準

を
最
高
の
フ
ェ
ー
ズ
６︵
大
流
行
︶に

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
全
国
的
に
急
増
し
、

十
月
に
は
岩
手
県
内
で
、

一
医
療
機
関
当
た
り
の
患
者
の
報
告

数
が
三
十
を
超
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
警
戒
警
報
︵
十
二
月
四
日
現
在
は

流
行
警
報
︶
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
町
内
で

も
集
団
感
染
の
発
生
が
確
認
さ
れ
は

じ
め
、
学
校
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
な
ど

人気投票で優勝
しずくちゃんが
元気な雫石PR！

新型インフルエンザ
国内で流行
町内でも感染者

新型インフル
ワクチン接種など
まん延対策を実施

引
き
上
げ
ま
し
た
。
岩
手
県
内
で
も

六
月
に
は
初
め
て
感
染
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
町
で
は
、
国
内
で
感
染
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
五
月
十
九

日
に
雫
石
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
本
部
を
設
置
。
雫
石
町
発
熱

相
談
窓
口
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
し
、
発
熱
な
ど
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
の

相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
県
市
町
村
課

や
各
自
治
体
が
初
め
て
企
画
し
た
も

の
で
、
来
場
者
に
十
二
市
町
か
ら
参

加
し
た
十
八
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
写
真

と
名
前
が
入
っ
た
ボ
ー
ド
に
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
も
ら
い
、
投
票
形
式
で
人

気
を
競
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
本
町
の
﹁
し
ず
く
ち
ゃ

ん
﹂
を
は
じ
め
、
奥
州
市
の
﹁
前
沢

ギ
ュ
ー
太
﹂
や
釜
石
市
の
﹁
か
ま
リ

ン
﹂
、
一
関
市
の
﹁
六
魂
戦
隊
ゲ
イ

ビ
マ
ン
﹂
な
ど
十
八
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
と
握
手
を
し

た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
愛

嬌
を
振
り
ま
き
ま
し
た
。

し
ず
く
ち
ゃ
ん
は
、
世
界
ア
ル
ペ

ン
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
キ
ジ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ケ
ン
タ
﹂
と
﹁
ミ

ミ
﹂
か
ら
後
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
平

成
十
一
年
に
誕
生
。
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
登
場
し
、
元
気
な
雫
石

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

の
ま
ん
延
予
防
対
策
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
十
一
月
に
は
町
内
で
予

定
さ
れ
て
い
た
町
内
継
走
大
会
や
小

中
学
校
音
楽
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
さ
れ
る
な
ど
の
対

策
も
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、十
月
十
九
日
か
ら
は
、新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
が
開
始
に
。
ワ
ク
チ
ン
は
当
面

の
供
給
量
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、

決
め
ら
れ
た
対
象
者
の
区
分
や
医
師

の
判
断
で
付
け
ら
れ
た
優
先
順
位
な

ど
が
設
け
ら
れ
、
町
内
で
も
医
療
従

事
者
や
妊
婦
な
ど
か
ら
接
種
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
防
接
種
の

開
始
に
伴
い
、町
で
は
、接
種
費
用
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
助
成
し
、
対
応

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

町役場正面玄関に設置された消毒液
町内でも医療従事者や妊婦から
接種が開始されたワクチン

新県新

八
月
か
ら
は
、
県
が
そ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
発
熱
外
来
で
の
診
察
を

休
止
し
た
た
め
、
町
内
の
か
か
り
つ

け
医
や
一
般
の
病
院
・
診
療
所
で
も

受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　

ま
た
、町
役
場
で
も
、庁
舎
玄
関
や

地
域
公
民
館
な
ど
に
消
毒
液
を
設
置

し
た
ほ
か
、広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、

手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
予
防
策
の

徹
底
を
呼
び
か
け
、
感
染
防
止
に
努

め
ま
し
た
。
　

6
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割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い

た
町
内
共
通
商
品
券
第
二

弾
︵
一
セ
ッ
ト
五
千
円
で

六
千
円
相
当
︶
が
四
月
十
九
日
、
町

内
四
会
場
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
販
売
開
始
に
合

わ
せ
、
中
央
公
民
館
前
に
は
、
お
よ

そ
六
百
人
が
列
を
作
り
、
販
売
開
始

か
ら
約
六
時
間
後
に
は
一
万
セ
ッ
ト

が
完
売
し
ま
し
た
。

商
品
券
の
取
扱
店
は
雫
石
商
工
会

議
院
解
散
に
よ
る
﹁
第
四

十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
お
よ
び
第
二
十
一
回
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
﹂
が
八

月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
︵
岩
手

県
第
二
区
︶
に
は
、
定
数
一
人
に
対

し
三
人
が
立
候
補
、
政
党
名
で
投
票

す
る
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
︵
東

北
選
挙
区
︶
に
は
、
定
数
十
四
人
に

対
し
七
政
党
が
届
け
出
を
行
い
、
十

プレミアム商品券
第2弾も1万セット

即日完売

衆議院議員総選挙
投票率は前回を
上回る73.23％

会
員
を
中
心
に
町
内
約
百
九
十
の
店

舗
、
事
業
所
が
参
加
。
医
療
費
や
農

業
資
材
購
入
な
ど
に
九
月
末
ま
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
商
品
券
は
、
平
成
二
十
年
に

発
行
し
大
好
評
を
い
た
だ
い
た
商
品

券
の
第
二
弾
で
、
三
月
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
た
定
額
給
付
金
の
給
付

時
期
に
合
わ
せ
、
個
人
消
費
刺
激
の

緊
急
対
策
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性

化
策
と
し
て
、
雫
石
商
工
会
を
通
じ

て
発
行
。
販
売
対
象
は
町
民
ま
た

は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

十
六
歳
以
上
の
人
で
、
中
央
公
民

館
な
ど
四
地
域
の
町
立
公
民
館
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
で
は
、
こ
れ
に
続
く

第
三
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販

売
を
十
二
月
二
十
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
十
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
日
間
の
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
投
票
は
、
町
内
十
二
か
所

で
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

全
体
の
投
票
率
は
前
回
の
投
票
率

七
〇
・
三
六
％
を
二
・
八
七
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
七
三
・
二
三
％
で
、
小
選

挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
平
成
八
年

に
導
入
さ
れ
て
以
来
、
計
五
回
の
衆

院
選
で
最
も
高
い
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
。
有
権
者
の
選
挙
へ
の
関
心
の

午後8時から中央公民館で
行われた開票作業

商品券を求め長い列ができた
販売会場（中央公民館）

二衆

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

〃

19位

20位

しずくいし軽トラック市が5年目
の開幕。54台の軽トラックが出
店し、約3,600人の来場者でにぎ
わう。（5月3日）
国の緊急経済対策による定額給
付金、子育て応援特別手当の支
給手続きを開始。（3月23日）
雫石中学校女子バレーボール部
が全国大会出場。見事ベスト 16
入りを果たす。（8月19日）
雫石銀河ステーションが、農林
産物直売・食材提供供給施設を
新たに整備し、リニューアル
オープン。（4月18日）
東京・銀座の岩手県アンテナ
ショップ「いわて銀河プラザ」
で、「キラリ☆輝く雫石の物産
と観光展」を開催。野菜や雫石
牛など町内農畜産物や農産加工
品が好評な売れ行きを見せる。
（6月20・21日）
鶯宿温泉が3年連続で「にっぽん
の温泉 100選」に選出。今年の
順位は76位に。（1月）
ノルディックスキーの第 58回県
中学校選手権男子距離リレーで
雫石中学校が優勝。（1月11日）
第39回雫石よしゃれ祭開催。総
勢2,000人が参加し祭りを盛り上
げ、約5,000人の観客が訪れる。
（8月15日）
第42回いわて雪まつりが開催さ
れ、期間中延べ231,000人の来場
者でにぎわう。（1月31日〜2月
8日）
しずくいし産業まつりを開催。2
日間で約 19,000人が訪れ、雫石
の実りの秋を楽しむ。（10月
17・18日）

高
さ
や
、
期
日
前
投
票
が
周
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
投
票
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
内
で
投
票
率
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
第
十
投
票
所︵
大
村
小
学
校
︶で

七
八
・
二
九
％
、
最
も
低
か
っ
た
の

は
第
十
一
投
票
所︵
南
畑
小
学
校
︶で

六
九
・
七
八
％
で
し
た
。

な
お
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

︵
岩
手
県
第
一
区
︶で
は
、本
町
出
身

の
階
猛
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。

9
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改
正
農
地
法
な
ど
が
年
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正

に
お
け
る
主
要
な
点
は
、
農
地
の
利
用
促
進
と
転
用
規
制
の
厳

格
化
で
す
。こ
の
こ
と
に
よ
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れ
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今
回
の
改
正
農
地
法
は
、
農
地
の

利
用
拡
大
と
国
内
食
料
自
給
率
を
高

め
る
た
め
、
農
業
参
入
へ
の
入
口
規

制
を
緩
和
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
農
業
生
産
法
人
な
ど

が
農
地
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、
農
地
貸
借
の
規
制
が
見
直
し

さ
れ
、
農
業
生
産
法
人
に
限
ら
ず
法

人
で
あ
れ
ば
農
地
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

一
人
以
上
の
業
務
執
行
役
員
が
農
業

に
常
時
従
事
し
て
い
る
こ
と
や
、
借

り
た
後
、
農
地
を
適
正
に
利
用
し
続

け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
、
地
域
の

農
業
に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合
な
ど

に
は
、
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

地
域
農
業
へ
の
悪
影
響
と
は
、
農

地
の
面
的
利
用
を
分
断
し
た
り
、
地

域
で
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
利

水
調
整
へ
の
不
参
加
、
無
農
薬
や
減

農
薬
な
ど
が
事
実
上
困
難
に
な
る
よ

う
な
場
合
な
ど
で
す
。
権
利
取
得
後

に
こ
れ
ら
が
生
じ
れ
ば
、
農
地
の
賃

貸
借
契
約
を
解
除
し
、
貸
借
す
る
前

の
農
地
に
復
元
し
て
返
還
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

農
地
を
取
得
し
新
規
就
農
す
る
場

合
、
最
低
面
積
五
十
㌃
︵
五
千
平
方

㍍
︶と
い
う
下
限
が
あ
り
ま
す
が
、高

齢
化
や
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で
い
る

地
域
な
ど
で
は
、
管
轄
す
る
農
業
委

員
会
が
原
則
十
㌃
以
上
の
範
囲
内
で

下
限
面
積
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
弾
力
的
な
運
用
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
下
限
面
積
要
件
に
つ
い
て
雫

石
町
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

活
用
し
て
き
た
構
造
改
革
特
区
に
よ

る
農
地
取
得
要
件
十
㌃
以
上
の
実
績

な
ど
を
参
考
に
新
規
就
農
条
件
の
環

境
整
備
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

農
地
を
相
続
し
た
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、改
正
法
施
行
後
は
、そ
の

旨
を
町
農
業
委
員
会
に
届
け
出
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
相
続
を
受
け
た
人
が
農

業
を
受
け
継
ぐ
の
か
、
あ
る
い
は
ど

な
た
か
に
耕
作
し
て
も
ら
う
か
な

ど
、
農
地
利
用
の
方
向
性
な
ど
を
届

け
出
時
に
確
認
し
農
地
の
有
効
利
用

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

改
正
農
地
法
に
よ
り
新
た
に
、
農

地
に
つ
い
て
所
有
権
ま
た
は
賃
借
権

な
ど
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
当
該

農
地
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、町
農
業
委
員
会
は
、

毎
年
一
回
、
そ
の
区
域
内
に
あ
る
農

地
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、町
農
業
委
員

会
で
は
、一
年
以
上
耕
作
さ
れ
ず
、そ

の
後
も
農
作
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
る

見
込
み
が
な
い
と
き
は
農
地
の
所
有

者
な
ど
に
対
し
て
、
当
該
農
地
の
農

業
上
の
利
用
増
進
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
導
を
受
け
所
有
者
自
ら
が
耕
作

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
必

要
に
応
じ
て
栽
培
作
物
や
技
術
な
ど

を
含
め
、
耕
作
を
行
う
こ
と
を
指
導

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、所
有

者
自
ら
が
耕
作
を
行
う
こ
と
が
困
難

と
判
断
さ
れ
、
地
域
の
認
定
農
業
者

な
ど
へ
の
利
用
集
積
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
相
手
方
に
あ
っ
せ
ん
な
ど

を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、前
記
い
ず
れ

の
対
応
も
見
込
ま
れ
な
い
場
合
は
、

畜
産
農
家
と
連
携
し
た
放
牧
や
市
民

農
園
な
ど
の
利
活
用
な
ど
も
含
め
て

農
地
利
用
の
増
進
を
指
導
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
指
導
を
受
け
な
お
も
放

置
状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
県

知
事
の
勧
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
で
も

農
地
と
し
て
の
利
用
が
行
わ
れ
な
い

場
合
は
、
新
た
な
所
有
者
や
利
用
権

を
定
め
る
知
事
裁
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、こ
の
責
務
規
定
は
、そ
れ
自

体
が
具
体
的
な
法
的
効
力
を
直
接
的

に
も
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
責
務
の
前
提
と
し
て
、
①
農
地

転
用
規
制
の
強
化
、
②
遊
休
農
地
対

策
の
強
化
、
③
農
地
の
貸
借
に
当

た
っ
て
の
適
切
な
利
用
の
担
保
、
な

ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

農
地
法
の
改
正
に
よ
り﹁
小
作
地
﹂

に
つ
い
て
の
定
め
が
削
除
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
町
農
業

委
員
会
が
定
め
て
い
る
﹁
標
準
小
作

料
﹂
は
改
正
法
施
行
と
同
時
に
効
力

が
な
く
な
り
ま
す
。
町
農
業
委
員
会

で
は
、
新
た
に
過
去
一
年
間
に
実
際

に
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
お
け

る
賃
借
料
を
基
に
参
考
情
報
と
し
て

提
供
し
ま
す
。
法
改
正
前
の
契
約
に

お
い
て
賃
借
料
を
﹁
標
準
小
作
料
に

準
じ
る
﹂と
し
て
い
る
場
合
は
、当
事

者
間
で
契
約
内
容
を
改
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
用
地
へ
の
転
用
に
よ
り

集
団
的
な
優
良
農
地
が
無
秩
序
に
改

廃
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

国
や
都
道
府
県
に
よ
る
公
共
施
設

︵
学
校
、
病
院
な
ど
︶
へ
の
転
用
に
つ

い
て
法
定
協
議
制
が
導
入
さ
れ
、
市

町
村
に
つ
い
て
は
転
用
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。ま
た
、農
業
の
担
い
手

に
対
す
る
農
用
地
の
集
積
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
を
強
化

し
、
法
人
に
よ
る
違
反
転
用
の
罰
金

額
が
最
高
一
億
円︵
現
行
三
百
万
円
︶

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
違
反
転
用
に
対

す
る
抑
止
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

改
正
農
地
法
な
ど
は
本
年
六
月
二

十
四
日
に
公
布
さ
れ
、
そ
の
施
行
は

公
布
後
六
カ
月
以
内
と
さ
れ
て
い
ま

す
。十
二
月
三
日
現
在
、施
行
日
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
内

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

こ
れ
ら
農
地
制
度
の
改
正
に
よ
り

農
業
委
員
会
の
責
務
が
増
加
す
る
と

と
も
に
事
務
と
し
て
十
六
項
目
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、
円
滑
か
つ
厳
正
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
雫
石
町
農
業
委
員

会
事
務
局
︵
電
話
６
９
２
・
６
５
９

４
︶

新
規
農
地
取
得
下
限
面
積
は
農
委
で
判
断

所
有
者

に
農
地
適
正
利
用
の
責
務
を
明
記

●
相
続
時
に
届
け
出
を

●
標
準
小
作
料
は
廃
止

責
務
と
事
務
量
増
加

今
後
も
厳
正
に
対
応

●
転
用
規
制
の
厳
格
化

など
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8広報しずくいし　第647号

診療所
事務室
診療所
事務室事務室等事務室等

ボイラー室
厨房厨房

検査室等　検査室等　薬局薬局

多目的室多目的室

つどいの広場つどいの広場

診察室等診察室等

病室病室 病室病室 屋外機械室

屋外機械室病室病室

浴室等浴室等

病室病室
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
　
　
　
　
　
　
　

ト
イ
レ
等

ト
イ
レ
等

●健康センター平面図

病室

1階平面図

2階平面図

保
健
、医
療
、福
祉
が
連
携
し
た
町
民

の
健
康
づ
く
り
の
多
機
能
施
設
と
し

て
、
町
が
平
成
二
十
年
度
か
ら
整
備
を

進
め
て
き
た
健
康
セ
ン
タ
ー
の
本
体
棟

が
ほ
ぼ
完
成
し
、
一
   月
十
二
日
か
ら
一

部
供
用
と
し
て
雫
石
診
療
所
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
開
始
し
ま

す
。今
回
の
一
部
供
用
開
始
に
伴
い
、現

在
の
雫
石
診
療
所
は
一
月
七
日
ま
で
診

療
を
行
い
、
一
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま

で
移
転
作
業
の
た
め
休
診
し
、
一
月
十

二
日
か
ら
健
康
セ
ン
タ
ー
で
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
業
務
を
開
始

し
ま
す
。

施
設
全
体
の
完
成
︵
上
図
参
照
︶
は
、

平
成
二
十
二
年
九
月
こ
ろ
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
は
現
在
の
雫
石
診
療
所
の

解
体
、診
療
所
解
体
跡
地
の
舗
装
、チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
棟
建
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー

と
の
連
絡
通
路
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
の
総
合
施
設
へ

健
康
セ
ン
タ
ー
は
、雫
石
診
療
所
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い
の
広

場
な
ど
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
疾
病
治
療
や
保
健

指
導
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
・
支
援
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、つ
ど

い
の
広
場
や
多
目
的
室
で
は
、
子
育
て

相
談
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

世
代
間
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
す
。

施
設
は
、
一
階
に
雫
石
診
療
所
の
診

察
部
門
︵
診
察
室
・
検
査
室
・
薬
局
・

事
務
室
な
ど
︶、
行
政
部
門
の
事
務
室
、

つ
ど
い
の
広
場
、
多
目
的
室
な
ど
を
整

備
し
、
二
階
は
雫
石
診
療
所
の
入
院
病

棟
︵
十
九
床
︶、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
整
備
︵
右
図
参
照
︶
し
ま
し
た
。

今
後
町
で
は
、こ
の
施
設
を
活
用
し
、

健
康
づ
く
り
や
幅
広
い
世
代
の
交
流
を

通
し
て
、
町
民
の
生
き
生
き
し
た
生
活

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

供用が開始される診療所受付

健康センターが1月12日一部供用開始健康センターが1月12日一部供用開始健康センターが1月12日一部供用開始
雫石診療所と地域包括支援センターが移転雫石診療所と地域包括支援センターが移転

健康づくりの拠点施設健康づくりの拠点施設
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9 広報しずくいし　第647号

●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

十
一
月
三
日
、
選
挙
制
度
百
二
十
周

年
を
記
念
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
民
主

政
治
の
確
立
の
た
め
に
尽
力
し
、
ま
た

は
選
挙
の
啓
発
活
動
に
て
い
身
し
、
顕

著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
人
に
対
し

て
、
総
務
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
の
畠
山
義
則
さ
ん
︵
七
十
九

歳
・
中
町
一
︶に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。畠
山
さ
ん
は
、平
成
四

年
六
月
か
ら
委
員
、
平
成
十
二
年
七
月

か
ら
は
委
員
長
と
し
て
、
町
の
選
挙
の

管
理
執
行
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
制
度
120
周
年
記
念
表
彰

畠
山
さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状

表
彰

感謝状を受けた畠山さん（中央）

全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
優
良
担
い
手

表
彰
事
業
で
、
こ
の
ほ
ど
本
町
の
㈲
姫

園
芸
が
優
良
認
定
農
業
者
の
法
人
・
施

設
等
型
部
門
で
﹁
農
林
水
産
大
臣
賞
﹂

を
、
片
子
沢
営
農
組
合
が
優
良
集
落
営

農
部
門
で
﹁
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
長
賞
﹂
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
お
よ
び
伝
達
式
は
、
皇
太
子

殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
第
十
二
回
全
国

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
埼
玉
で
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、農
業
構
造
の

改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
農

平
成
21
年
度
優
良
担
い
手
表
彰

㈲
姫
園
芸
が
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

表
彰

㈲姫園芸の櫻糀さんご夫妻（右か
ら2番目、3番目）と片子沢営農
組合の根澤さん（左から2番目）

業
の
振
興
や
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る

意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

秋の 褒章

瑞 宝 単 光 章

廣
瀬
秋
郎︵町

場
・
83
歳
︶

さ
ん

昭和 22年の消防団員拝命以来、
37年 8カ月の長きにわたり、本町
消防防災行政の歩みとともに職務
に精励し、消防防災事業の発展に
貢献されました。また、火災予防
活動や防火思想の普及、後継団員
の育成にも率先して努められ、団
員の士気高揚と技術向上に寄与さ
れました。

旭 日 双 光 章
昭和 42年 5月雫石町議会議員に

32歳で初当選以来、平成 19年 5月
までの間、連続10期40年の長きに
わたり在職され、この間平成3年5
月から平成7年5月までは雫石町議
会副議長として議会の的確な運営
に尽力され、地方自治の振興と町
勢発展のために貢献されました。

小
田
要︵

小
松
・
75
歳
︶

さ
ん

黄 綬 褒 章
昭和 26年から 58年の長きにわた

りタクシー業に携わり、町民や観光
客の足の便を支え続けてこられまし
た。その間平成18年5月からは岩手
県タクシー協会理事を務めるなど、
業界の発展にも貢献されています。
そのほか、昭和49年から平成7年ま
では雫石町議会議員を務められ、町
勢の発展にも貢献されました。

石
塚
昭︵中

町
一
・
80
歳
︶

さ
ん

秋 の 叙 勲
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10広報しずくいし　第647号

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、町︵
税
務
出
納
課
︶に
家
屋

滅
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
は
毎
年
一
月
一
日
現
在

の
状
況
で
課
税
に
な
り
ま
す
の
で
、
平

成
二
十
一
年
中
に
取
り
壊
し
た
場
合

は
、年
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
取
り
壊
し
の
確

認
が
で
き
ず
、
来
年
度
も
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
法
務
局
に
家
屋
滅
失
登
記
を

し
た
場
合
、
届
け
出
は
不
要
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
税
務
出
納
課

資
産
税
担
当︵
☎
６
９
２
・
６
４
８
１
︶

税
金
家
屋
を
取
り
壊
し
た
な
ら

年
内
に
滅
失
届
け
の
提
出
を

平
成
二
十
二
年
度
の
償
却
資
産
︵
固

定
資
産
税
︶
の
申
告
時
期
が
ま
も
な
く

到
来
し
ま
す
。申
告
が
必
要
な
人
は
、平

成
二
十
二
年
一
月
一
日
現
在
で
、
町
内

に
事
業
用
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
で

す
。償

却
資
産
と
は
、工
場
や
商
店
、農
業

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築

物
、機
械
、備
品
な
ど
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。昨

年
申
告
さ
れ
た
人
に
は
十
二
月
下

旬
に
町
か
ら
申
告
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
期
限

︵
原
則
一
月
末
日
で
す
が
、今
回
は
日
曜

日
の
た
め
二
月
一
日
︶
ま
で
に
提
出
願

い
ま
す
。

初
め
て
申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
、

税
務
出
納
課
に
関
係
書
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
告
書
は
所
得
税︵
住
民
税
︶の
確
定

申
告
書
な
ど
と
照
合
し
ま
す
の
で
、
昨

年
度
改
正
さ
れ
た
新
し
い
耐
用
年
数
で

記
載
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
正
確

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

︻
申
告
書
提
出
期
限
︼平
成
二
十
二
年
二

月
一
日
︵
月
︶

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
税
務
出
納
課

資
産
税
担
当︵
☎
６
９
２
・
６
４
８
１
︶

税
金
提
出
期
限
は
二
月
一
日

償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

改
正
さ
れ
た
耐
用
年
数
で

正
確
な
記
入
を

雫
石
商
工
会
で
は
、
町
の
助
成
を
受

け
て
、
特
典
付
き
の
共
通
商
品
券
を
十

二
月
二
十
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。
昨
年

末
、
今
春
に
続
き
第
三
弾
と
な
る
こ
の

商
品
券
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
販
売
価

格
の
二
割
を
上
乗
せ
し
た
お
得
な
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

︻
販
売
場
所
︼

・
十
二
月
二
十
日
︵
日
︶

中
央
公
民
館
、御
所
公
民
館
、御
明
神

公
民
館
、
西
山
公
民
館
で
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
販
売
し
ま
す
︵
完
売

次
第
終
了
︶。

・
十
二
月
二
十
一
日︵
月
︶以
降︵
商
品

券
が
残
っ
て
い
た
場
合
︶

雫
石
商
工
会
館
で
平
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
販
売
し
ま

す
。

︻
販
売
内
容
︼現
金
五
千
円
で
六
千
円
分

の
商
品
券
︵
五
百
円
券
十
二
枚
綴
り
一

セ
ッ
ト
︶が
購
入
で
き
ま
す
。限
定
一
万

セ
ッ
ト
、
一
人
六
セ
ッ
ト
︵
三
万
六
千

円
︶ま
で
購
入
可
能
で
す
。な
お
、受
け

付
け
販
売
は
先
着
順
と
し
、
完
売
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。
代
理
で
の
購
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

︻
購
入
で
き
る
人
︼町
内
に
居
住
ま
た
は

町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
十
六
歳

以
上
の
人
。

︻
使
用
期
間
︼十
二
月
二
十
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
ま
で
。

︻
使
用
方
法
︼販
売
店
で
現
金
と
同
様
に

使
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、釣
り
銭
は
出

ま
せ
ん
。

︻
取
扱
店
︼﹁
取
扱
店
ス
テ
ッ
カ
ー
﹂を
提

示
し
て
あ
る
町
内
の
販
売
店
で
使
用
で

き
ま
す
。具
体
的
に
は
、飲
食
店
や
食
料

品
店
、医
療
機
関
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
ほ
か
、
多
く
の
小
売
店
な
ど
で
利
用

で
き
ま
す
。

︻
取
扱
店
募
集
︼こ
の
商
品
券
の
取
扱
店

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

雫
石
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
雫
石
商
工
会
︵
☎
６

９
２
・
３
３
２
１
︶
ま
た
は
町
役
場
産

業
振
興
課
商
工
労
政
担
当
︵
☎
６
９

２
・
６
４
９
７
︶

商
工
お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

第
３
弾
は
12
月
20
日
販
売
開
始

5000円で

6000円分
の

商品券が
購入

できます
！

500円の商
品券が

12枚1セッ
ト
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水
道
管
内
の
水
は
気
温
が
氷
点
下
に

な
る
と
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

水
道
水
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
管
の
破
裂
に

も
つ
な
が
る
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
夜
間
や
外

出
な
ど
で
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
い
時

は
水
抜
き
栓
で
水
を
抜
い
て
凍
結
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

①
蛇
口
を
い
っ
ぱ
い
に
開
け
て
、
水
を

出
し
ま
す
。

冬
季
の
水
道
管
理
に
気
を
つ
け
て

水
抜
き
で
凍
結
防
止
の
徹
底
を

情
報

②
水
抜
栓︵
不
凍
栓
︶を
完
全
に
閉
め
ま

す
。

③
蛇
口
に
手
の
ひ
ら
を
当
て
て
み
て
、

空
気
を
吸
い
込
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
す
。
ト
イ
レ
の
ロ
ー
タ
ン
ク
の
水

も
忘
れ
ず
に
流
し
て
く
だ
さ
い
︵
操
作

は
②
▼
①
の
順
序
で
も
構
い
ま
せ
ん
︶。

こ
れ
に
よ
り
、
凍
結
の
原
因
で
あ
る

﹁
水
﹂が
配
管
内
か
ら
土
中
に
流
れ
出
る

た
め
、
凍
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

水
抜
栓
が
半
開
き
の
ま
ま
だ
と
水
が

地
下
に
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高
額

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

水
抜
き
栓
の
開
閉
は
確
実
に
最
後
ま

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

蛇
口
付
近
な
ど
凍
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
る
の
は
余
熱
を

利
用
す
る
た
め
で
す
。

ぬ
る
ま
湯
の
代
用
と
し
て
ヘ
ア
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
暖
め
て
く
だ

さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ぬ
る

ま
湯
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
な
ど
は
、
炎
や
加
熱
し
た
水

道
管
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。こ

れ
ら
の
方
法
な
ど
で
も
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
よ
る
早
め
の
修
理
を
お
勧
め
し

ま
す
。

修
理
や
業
者
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
町
役
場
上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
修
理
費
用
は
お
客
様
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

寒
波
の
到
来
な
ど
で
、
一
度
に
多
く

の
家
庭
で
水
道
管
が
凍
結
し
、
作
業
依

頼
が
殺
到
し
た
場
合
、
解
凍
作
業
へ
の

着
手
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
程

度
に
よ
っ
て
は
、
一
日
中
水
道
が
使
え

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
水
道
管

を
凍
結
さ
せ
な
い
予
防
策
の
徹
底
が
重

要
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
上
下
水
道
課

︵
☎
６
９
２
・
６
５
９
２
︶

凍
結
す
る
前
に

夜
間
や
外
出
時
は
水
抜
き
を

水
抜
き
の
仕
方

凍
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら

蛇
口
付
近
を
暖
め
ま
し
ょ
う

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は

専
門
業
者
に
修
理
依
頼
を

町
と
雫
石
町
防
犯
交
通
安
全
協
会
連

合
会
で
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
・

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
な
い
明
る
く
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
標
語
を
募
集
し
ま

す
。
入
選
作
品
は
雫
石
町
防
犯
交
通
安

全
推
進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。ま
た
、広

く
町
民
に
交
通
安
全
、
防
犯
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
来
年
度
の
町
民
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

︻
テ
ー
マ
︼防
犯
や
交
通
安
全
に
関
す
る

標
語

︻
応
募
資
格
︼町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に

通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
人

︻
応
募
上
の
注
意
︼

①
応
募
は
一
人
二
点
ま
で
。

②
標
語
は﹁
三
行
詩︵
三
行
に
ま
と
め
た

短
い
自
由
詩
︶﹂
で
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
字
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

︻
募
集
期
間
︼十
二
月
十
四
日
〜
一
月
二

十
二
日
　
※
当
日
消
印
有
効

︻
応
募
方
法
︼
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
町
役
場
総
務
課
消
防
交

通
担
当︵
☎
６
９
２
・
６
４
９
０
︶ま
で

持
参
す
る
か
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス︵
６

９
２
・
１
３
１
１
︶、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
明
る
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち
へ

防
犯
・
交
通
安
全
標
語
を
募
集
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町
で
は
、
町
道
の
除
雪
順
番
を
①
通

勤
・
通
学
の
た
め
に
優
先
さ
れ
る
バ
ス

︵
あ
ね
っ
こ
バ
ス
︶
路
線
、
②
交
通
量
が

多
い
幹
線
道
路
、③
狭
あ
い
路
線
、と
決

め
て
い
ま
す
。
町
有
除
雪
機
械
十
三
台

と
外
部
委
託
に
よ
る
除
雪
機
械
二
十
四

台
の
計
三
十
七
台
で
、
町
道
総
延
長
八

百
四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
四
百

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︵
平
成
二
十
年
度

実
績
︶
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

除
雪
作
業
は
、
午
前
七
時
三
十
分
の

終
了
を
目
途
に
行
い
ま
す
。
気
象
状
況

な
ど
に
よ
り
順
番
が
前
後
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
早
く
除
雪
が
終
了
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
る
の
は
、

路
上
駐
車
や
障
害
物
の
た
め
に
除
雪
車

両
が
入
れ
な
い
場
合
で
す
。
結
果
的
に

除
雪
作
業
が
遅
れ
ま
す
の
で
、
効
率
的

な
除
雪
を
行
う
た
め
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
る
も
の
は
道
路
上
に
置
か
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、宅
地
内
の
雪︵
屋
根
か
ら
の
落

雪
な
ど
︶
を
除
雪
車
両
が
通
っ
た
後
の

道
路
に
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
路
面
悪
化
の
原
因
と
な
り

今
年
も
雪
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

情
報

ま
す
の
で
道
路
に
は
雪
を
出
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
﹁
家
の
前
に
道
路
除
雪
の
重
た

い
雪
を
置
い
て
行
か
れ
た
﹂
と
い
っ
た

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

他
市
町
村
で
も
同
様
の
苦
情
は
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
解
決

策
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。

す
べ
て
に
対
応
す
る
に
は
時
間
、
経

費
共
に
相
当
な
負
担
が
伴
う
た
め
、
通

常
の
除
雪
作
業
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
、
自
宅
前
や
進
入
口
に
お

け
る
排
雪
は
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

除
雪
を
行
う
路
線
は
﹁
除
雪
路
線
図

︵
道
路
台
帳
網
図
に
色
を
塗
っ
た
も

の
︶﹂
を
作
成
し
、
地
域
整
備
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

い
つ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
除
雪

路
線
の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

除
雪
順
番
を

決
め
て
い
ま
す

迅
速
な
除
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

道
路
除
雪
の

置
き
雪
に
ご
理
解
を

除
雪
路
線
図

閲
覧
で
き
ま
す

排雪場所は2カ所
町では排雪場所として、冬期間県

管理の河川敷を2カ所（葛根田橋の
下と春木場橋の下）を借りていま
す。町民はどなたでも利用できま
す。利用の際は奥から雪をおろし、
雪以外のものが混入しないようご協
力をお願いします。

葛根田橋

春木場橋

●…排雪場所

町
で
は
お
お
む
ね
十
戸
以
上
が
組
織

し
た
行
政
区
、
自
治
会
な
ど
が
生
活
道

路
の
除
雪
を
自
主
的
に
行
う
場
合
に
小

型
除
雪
機
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。

︻
貸
し
出
し
台
数
︼
二
台

︻
除
雪
幅
︼
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

︻
出
力
︼
九
馬
力

︻
申
し
込
み
期
限
︼
十
二
月
二
十
一
日

冬
期
間
の
地
域
の
生
活
路
線
の
確

保
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
な
ど
の

支
援
の
た
め
、
個
人
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
業
場
所
は
、
町
が
計
画
し
て
い
る

除
雪
路
線
以
外
で
二
世
帯
以
上
の
町
民

が
利
用
す
る
町
道
な
ど
の
生
活
路
線
で

す
。
個
人
が
所
有
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
で
除
雪
作
業
を
し
た
場
合
に
費
用
の

一
部︵
燃
料
費
︶を
助
成
し
ま
す
。

︻
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場

地
域
整
備
課
管
理
担
当
︵
☎
６
９
２
・

６
５
７
４
︶

行政区・自治会などに
型除雪機貸し出します小除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
随
時
募
集
中
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町
内
の
道
路
の
一
部
が
冬
期
積
雪
の

た
め
、通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
行
止
め
に
な
る
区
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
県
道
西
山
生
保
内
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日

︻
場
所
︼

高
倉
山
国
有
林
玄
武
洞
〜
同
地
熱
発
電

所②
県
道
雫
石
東
八
幡
平
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

同
六
月
二
十
五
日

︻
場
所
︼

長
山
網
張
温
泉
〜
同
東
葛
根
田
国
有
林

③
県
道
花
巻
雫
石
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

同
五
月
二
十
一
日

︻
場
所
︼

南
畑
峰
越
峠
〜
レ
ン
滝

④
県
道
国
見
温
泉
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

同
五
月
十
四
日

︻
場
所
︼

橋
場
国
見
温
泉
〜
同
荒
沢
地
内
国
道
46

号
交
差
点

⑤
県
道
矢
巾
安
庭
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

町
で
は
、﹁
結
い
っ
こ
﹂
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
よ
り
住
み

や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、今
回
、新
た
に﹁
籬
野

自
治
会
︵
籬
野
行
政
区
︶﹂
が
団
体
登
録

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
登
録
し
た
自
治
会
と
合

わ
せ
る
と
五
十
団
体
︵
十
二
月
四
日
現

在
︶と
な
り
、町
内
七
十
四
行
政
区
に
対

す
る
割
合
は
、
お
よ
そ
六
七
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。事
業
に
つ
い
て﹁
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
﹂、﹁
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
取
り
組
み
方
法
が
わ
か
ら
な
い
﹂
な

ど
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
な

ら
、気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

説
明
会
開
催
に
日
時
、
場
所
な
ど
は

問
い
ま
せ
ん
︵
日
程
が
ほ
か
の
行
政
区

な
ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︶。資
料
は
町
役
場
で

用
意
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
住
民
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４

７
１
︶

情
報
町
内
の
道
路
の
一
部
で

通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
ま
す

町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

籬
野
自
治
会
も
登
録
し
延
べ
50
組
織
へ

住
民

同
五
月
七
日

︻
場
所
︼

矢
巾
町
南
昌
山
〜
西
安
庭
芦
ヶ
平

⑥
農
道
貝
沢
野
線

︻
規
制
終
了
予
定
︼

同
年
四
月
十
五
日

︻
場
所
︼

鴬
宿
切
留
〜
西
和
賀
町

⑦
町
道
網
張
三
号
線

︻
規
制
時
間
︼

二
十
一
時
〜
翌
朝
五
時

︻
規
制
終
了
予
定
︼

同
三
月
三
十
一
日

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼県
道
▼
盛
岡
地
方
振

興
局
土
木
部
︵
☎
６
２
９
・
６
６
４

６
︶、農
道
▼
町
役
場
農
林
課
農
業
振
興

担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
９
３
︶、
町
道

▼
町
役
場
地
域
整
備
課
管
理
担
当
︵
☎

６
９
２
・
６
５
７
４
︶

町道網張3号線の通行規制区間

今
年
四
月
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
た
要

介
護
認
定
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
、
介

護
度
が
実
情
よ
り
軽
度
に
出
る
人
の
割

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
月

一
日
か
ら
新
た
に
認
定
方
法
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で

に
新
規
に
申
請
を
し
た
結
果
…

①﹁
非
該
当
﹂と
さ
れ
た
人
で
実
情
と
一

致
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
、
再

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
認
定
さ
れ
た
要
介
護
度
が
実
情
と
一

致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
有
効

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
区
分
変
更
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
申
請
を
希
望
す
る
場
合
︼介
護
保
険
被

保
険
者
証︵
緑
色
︶と
印
鑑
を
お
持
ち
の

上
、
町
役
場
福
祉
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
福
祉
課
介
護

保
険
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
７
６
︶

﹁
非
該
当
﹂
で
も
再
申
請
可
能
に

要
介
護
認
定
の
調
査
方
法
見
直
し

介
護
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情
報
い
よ
い
よ
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
！

町
内
３
ス
キ
ー
場
続
々
オ
ー
プ
ン

北
国
の
特
権
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
雫
石
ス

キ
ー
場
、岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
、網

張
温
泉
ス
キ
ー
場
が
続
々
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
３
ス

キ
ー
場
全
33
コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◆
雫
石
ス
キ
ー
場
︵
☎
６
９
３
・
１
１

１
１
︶

︻
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
︼十
二
月
十
一
日︵
金
︶

︻
営
業
時
間
︼日
曜
・
平
日
▽
八
時
三
十

分
〜
十
八
時
、
金
曜
・
休
前
日
▽
二
十

時
三
十
分
　
※
ナ
イ
タ
ー
　
十
六
時
〜

︻
リ
フ
ト
料
金
︼大
人
八
時
間
券
▽
平
日

三
千
五
百
円
、
土
曜
・
休
日
三
千
八
百

円
、シ
ニ
ア
一
日
券︵
六
十
歳
以
上
︶▽

三
千
三
百
円
、土
・
休
日
三
千
五
百
円
、

こ
ど
も
一
日
券︵
小
学
生
以
下
︶▽
平
日

千
八
百
円
、
土
曜
・
休
日
二
千
円

◆
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
︵
☎
６
９

３
・
４
０
０
０
︶

︻
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
︼十
二
月
十
二
日︵
土
︶

︻
営
業
時
間
︼平
日
・
日
曜
・
休
日
▽
八

時
三
十
分
〜
二
十
一
時
、
金
曜
・
土

曜
・
休
前
日
▽
八
時
三
十
分
〜
二
十
二

時
　
※
ナ
イ
タ
ー
　
十
七
時
〜

︻
リ
フ
ト
料
金
︼一
般
一
日
券
▽
全
日
三

千
六
百
円
、マ
ス
タ
ー
一
日
券︵
五
十
歳

以
上
、
高
校
生
、
大
学
生
、
各
種
学
生
︶

▽
全
日
三
千
円
、シ
ニ
ア
一
日
券︵
五
十

五
歳
以
上
、
中
学
生
︶
▽
全
日
二
千
円

※
小
学
生
以
下
は
無
料

◆
網
張
温
泉
ス
キ
ー
場
︵
☎
６
９
３
・

２
２
１
１
︶

︻
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
︼十
二
月
十
九
日︵
土
︶

︻
営
業
時
間
︼平
日
▽
八
時
三
十
分
〜
十

六
時
、
土
曜
・
休
日
▽
八
時
〜
十
六
時

︻
リ
フ
ト
料
金
︼大
人
一
日
券
▽
平
日
二

千
七
百
円
、土
曜
・
休
日
三
千
二
百
円
、

中
学
生
一
日
券
▽
平
日
二
千
五
百
円
、

土
曜
・
休
日
二
千
九
百
円
、
小
学
生
・

シ
ニ
ア︵
五
十
歳
以
上
︶一
日
券
▽
平
日

二
千
二
百
円
、
土
曜
・
休
日
二
千
七
百

円※
各
種
共
通
券
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

に
つ
い
て
は
各
ス
キ
ー
場
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

レベルや体力に合わせ存分にお楽しみください

情
報
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

あ
り
ね
山
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

町
内
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
外
の

観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
の
﹁
網

張
温
泉
あ
り
ね
山
荘
﹂が
、十
二
月
四
日

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し

た
。

今
回
整
備
し
た
個
所
は
、
浴
室
内
に

新
た
に
四
つ
の
カ
ラ
ン
を
増
設
、
小
広

間
を
無
く
し
ホ
ー
ル
を
拡
充
、
サ
ウ
ナ

室
・
浴
室
の
壁
・
石
の
張
替
え
・
塗
り

直
し
、屋
根
の
葺
き
替
え
、外
壁
の
塗
り

替
え
な
ど
お
客
様
か
ら
の
要
望
や
修
繕

を
必
要
と
し
た
個
所
で
す
。

眼
下
に
広
が
る
雫
石
盆
地
を
眺
め
な

が
ら
網
張
温
泉
の
特
徴
で
あ
る
乳
白
色

の
湯
に
浸
か
り
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

装
い
も
新
た
に
営
業
を
再
開
し
た

﹁
あ
り
ね
山
荘
﹂に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼西
山
牧
野
農
業
協
同

組
合
︵
☎
６
９
３
・
２
１
６
４
︶

浴場内に増設された洗い場

改修し広げられたホール

広くなった洗面カウンター
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●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂を
利

用
し
て
、
所
得
税
に
つ
い
て
電
子
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ

︲
Ｔ
ａ
ｘ
︵
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
︶
で
行
う

と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
五
千
円
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
平
成

十
九
年
分
ま
た
は
二
十
年
分
の
確
定
申

告
で
本
控
除
を
適
用
し
た
場
合
は
、
控

除
で
き
ま
せ
ん
︶。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
な
ど
は
、そ
の
記
載
内
容︵
病

院
な
ど
の
名
称
・
支
払
金
額
な
ど
︶
を

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
た
だ
し
確
定

申
告
期
限
か
ら
三
年
間
、
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︶。

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、①
電
子
証
明
書︵
公
的
個
人
認
証
な

ど
︶、②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が

必
要
で
す
。お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、早

め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報しずくいし　第647号

催
し
新
春
恒
例

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

税
金
所
得
税
の
確
定
申
告
は

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
消
防
団
と
町
婦
人
消
防
協
力
隊
に

よ
る
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。
町
消
防

団
の
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
と
勇
姿
を
ど

う
ぞ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼
平
成
二
十
二
年
一
月
十
一
日

︵
月
︶
十
時
〜

︻
場
所
︼
町
役
場
駐
車
場
、
上
町
〜
中
町

の
県
道

︻
交
通
規
制
︼分
列
行
進
の
際
に
上
町
か

ら
中
町
ま
で
の
県
道
雫
石
東
八
幡
平
線

が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
総
務
課
消
防

交
通
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
９
０
︶

町中心商店街を分列行進する昨年の出初式

●太陽光発電の新たな買取制度とは
太陽電池を使って家庭で作られた電力のうち自宅

で使わないで余った電力を、1kw時当たり 48円で
10年間電力会社に売ることができるようになりま
す。買い取りにかかった費用は、電気を利用する人全
員で負担する「全員参加型」の制度となっています。
●買取制度のメリットは
太陽光発電を設置する際の投資回収期間が 10年

から 15年になります。そして「1億 2000万人の
1歩」で太陽光発電の導入を加速し、「低炭素社会」の
構築を目指します。
※太陽光はほぼ無限に降り注ぐクリーンなエネル
ギー。化石燃料の利用による二酸化炭素の排出を抑
え、低炭素社会を実現するためにも、太陽光発電を始
めとした再生可能エネルギーの普及が重要です。
●買取制度が開始されるのは
本制度は 11月 1日から買い取りを始め、平成

22年 4月から電力需要家の負担が始まります。
●負担は
一般的な家庭において、1カ月当たり 100円未

満です。
【問い合わせ先】資源エネルギー庁太陽光発電買取制
度室（☎03−3501−1511）、買取制度ホームペー
ジ▶http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori/

太陽光発電買取制度がスタート！

平
成
二
十
二
年
の
雫
石
町
成
人
式
を

挙
行
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
案
内
通
知
の
は
が
き
を

郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
は
が
き
が
届
い

て
い
な
い
場
合
な
ど
、
詳
し
く
は
町
役

場
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

︻
日
時
︼平
成
二
十
二
年
一
月
十
日︵
日
︶

受
付
▼
十
時
十
分
〜
十
時
五
十

分

式
典
▼
十
一
時
〜

︻
場
所
︼
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル

︻
対
象
︼平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
現
在
雫
石
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
平
成
十
六
年
度
雫
石
中

学
校
卒
業
生

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
５
９

０
︶

情
報
祝
！
成
人
　
平
成
22
年

雫
石
町
成
人
式
を
挙
行
し
ま
す
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広報しずくいし　第647号

岩
手
を
代
表
す
る
﹁
冬
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
﹂い
わ
て
雪
ま
つ
り
。今
年
も
二
月

六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
九
日
間
、
小

岩
井
農
場
ま
き
ば
園
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
て
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

い
わ
て
雪
ま
つ
り
の
大
舞
台
で
思

い
っ
き
り
目
立
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

︻
開
催
日
︼平
成
二
十
二
年
二
月
十
一
日

︻
応
募
締
め
切
り
︼平
成
二
十
二
年
一
月

三
十
一
日

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
す
る
グ
ル
ー
プ
・
個
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

︻
開
催
日
︼平
成
二
十
二
年
二
月
六
日
〜

十
四
日

︻
内
容
・
時
間
︼ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。
踊
り
や
ダ
ン
ス
、
お
笑
い
、
歌
、
楽

器
演
奏
な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
時
間

は
十
七
時
か
ら
十
九
時
三
十
分
ま
で
の

間
で
、最
低
二
十
分
以
上
に
な
り
ま
す
。

16

募
集
第
43
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集

︻
出
演
資
格
︼事
前
の
書
類
審
査
が
あ
り

ま
す
。

︻
応
募
締
め
切
り
︼平
成
二
十
二
年
一
月

十
五
日
必
着

︻
応
募
必
要
書
類
︼パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
内

容
が
分
か
る
資
料
。

※
応
募
書
類
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
演
す
る
メ
ン
バ
ー
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
時
間
、
連
絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。写
真
、記
録
ビ
デ
オ
な
ど
が
あ

る
と
ア
ピ
ー
ル
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

︻
そ
の
他
︼出
演
料
な
ど
の
報
酬
は
あ
り

ま
せ
ん
。

︻
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
︼同
実
行
委
員

会
事
務
局︵
小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園
内
、

〒
０
２
０
・
０
５
０
７
　
岩
手
県
岩
手

郡
雫
石
町
丸
谷
地
３
６
・
１
、
☎
６
９

２
・
４
３
２
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９
２
・
０

３
０
３
︶

多くの来場者でにぎわういわて雪まつり

第
一
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り

仮
装
大
会
参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
募
集

報
告
雫
石
町
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
大
勢
の
参
加
者

十
一
月
二
十
八
日
、
雫
石
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

を
雫
石
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、広
く
町
民
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理
解
と
普

及
を
図
る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
、
事

例
発
表
や
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
の
内
容
に
約
百
二
十
人
が
参
加
し
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
ば
か
り
で
な
く
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
が
も
っ
と
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
童
保
育
児
童
を
対
象
に
開

催
し
た
小
学
生
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
講
座
エ
コ
バ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
商
工
会
長
賞
に
西
根
小
学

校
櫻
田
佳
太
郎
君
、
商
工
会
女
性
部
長

賞
に
七
ツ
森
小
学
校
長
沢
弓
乃
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
講
座
に
つ
い
て
晴
山
雄
太
さ
ん

︵
雫
石
町
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推

進
会
議
リ
ー
ダ
ー
︶が
、中
高
生
で
構
成

さ
れ
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
Ｓ
Ｋ
Ｙ
の
活
動
に
つ
い
て
岡
本
拓

磨
君
︵
雫
石
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
Ｓ
Ｋ
Ｙ
代
表
︶が
、一
般
住
宅
の

改
修
に
つ
い
て
桜
田
文
昭
さ
ん
︵
雫
石

町
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
会
議

委
員
︶が
、地
域
活
動
や
ま
ち
の
駅
に
つ

い
て
小
赤
澤
直
子
さ
ん
︵
雫
石
町
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
会
議
委
員
︶

が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学童保育に登録した児童の
作品も並んだ展示コーナー

事例発表に真剣に耳を傾ける参加者
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︻
勤
続
十
五
年
以
上
︼
高
橋
正
男
班
長
、

川
井
清
次
隊
員
、
伊
藤
正
夫
隊
員

17

●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

広報しずくいし　第647号

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています

家族介護者を応援します！
高齢者福祉サービス通信

○雫石町地域包括支援センター                 ☎691−1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター       ☎695−2536
○在宅介護支援センター笑々館                  ☎692−3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター               
                                                        ☎691−1022
○在宅介護支援センターおみょうじん      ☎691−2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当        ☎直通692‑6474

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

   びん類         缶類        プラ類        紙類        鉄くず       合計
   4〜9月       110,210      50,130      28,860    232,970      30,000     452,170
    10月          13,420        8,930        6,040      29,910        4,010       62,310
     合計         123,630      59,060      34,900    262,880      34,010     514,480
  前年同期      162,860      63,140      35,310    281,460      35,080     577,850
     比較        △39,230     △4,080       △410   △18,580     △1,070   △63,370

（単位：kg）

【担当】町役場環境対策課（☎直通692-6486）

町では、在宅で高齢者を介護している家
族に対し、経済的負担の軽減、要介護者高
齢者の在宅生活の支援のため、家族介護慰
労金を支給します。
【対象者】町内に住所を有する町民税非課
税世帯で、要介護４又は５に該当する者を
現に介護している家族で、過去１年間に介
護保険法に規定する居宅サービスや施設
サービスの提供を受けなかった者。
【事業の内容】対象者世帯に慰労金（１０万
円以内）を支給します。
※二人以上を介護している場合も同額で
す。
【申請方法】町地域包括支援センターに申
請してください。
※町地域包括支援センターまたは各地区
の在宅介護支援センターにお気軽にご相
談ください。

＜資源化実績＞

使用済み食用油拠点回収実績

雫
石
町
交
通
指
導
隊

発
足
40
周
年
式
典
を
挙
行

4〜9月実績 10月実績 合計 月平均
回収量（ℓ） 622.9 122.0 744.9 106.4

雫
石
町
交
通
指
導
隊
発
足
四
十
周
年

記
念
式
典
が
十
一
月
八
日
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
交
通
安
全
関
係
者
な
ど

約
百
十
人
が
参
加
し
交
通
指
導
隊
の
長

年
の
地
道
な
活
動
と
交
通
安
全
へ
の
功

労
を
讃
え
ま
し
た
。
式
典
で
は
勤
続
十

五
年
以
上
の
現
職
隊
員
に
町
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
た
隊
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
勤
続
三
十
年
以
上
︼
古
館
慶
一
隊
長
、

櫻
田
三
男
副
隊
長

︻
勤
続
二
十
五
年
以
上
︼中
村
由
子
班
長

︻
勤
続
二
十
年
以
上
︼長
沢
嶺
生
副
隊
長

◆年末の大掃除に“エコ”を取り入れよう！
師走に入り今年も残りわずかとなりました。皆さんのご家庭でも、1年分の汚

れを取り除き、来る新年を新たな気持ちで迎えるため、大掃除に取り組むことと
思います。今年はいつもよりエコを意識してみませんか。
★窓ふき新聞紙活用編★　水に浸し絞った新聞紙で汚れを取り、乾いた新聞紙で
カラ拭きするとインクが艶を出し、汚れをつきにくくします。
★レンジ周りみかんの皮活用編★　レンジの周りのしつこい汚れをみかんの皮
で拭くときれいに汚れが落ちます。みかんの皮には汚れを落とし、艶を出し、消
臭効果があります。
★隅っこ歯ブラシ活用編★　部屋の隅っこにこびり付いた頑固な汚れは、使用済
みの歯ブラシを使うと効果的に落とすことができます。使い古しの靴下やＴシャ
ツを針金ハンガーに巻いても効果的です。

交
通

中屋敷町長から表彰状を
受け取る古館慶一隊長

年
末
年
始
の
町
役
場
業
務

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

年
末
年
始
の
町
役
場
業
務
は
、
次
の

と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

︻
一
般
業
務
︼
町
役
場
の
一
般
業
務
は
、

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
み

期
間
中
の
婚
姻
届
、出
生
届
、死
亡
届
な

ど
は
宿
日
直
者
が
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
付
場
所
は
、
役
場
庁
舎
西
側
玄
関
脇

の
日
直
室
で
す
。住
民
票
、納
税
証
明
書

な
ど
の
発
行
業
務
は
休
み
ま
す
の
で
、

必
要
と
な
る
場
合
は
、
早
め
の
請
求
手

情
報

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
保
健
衛
生
業
務
︼保
健
衛
生
業
務
は
次

の
と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
清
掃
セ
ン
タ
ー
▼
十
二
月
三
十
一
日

〜
一
月
三
日

○
ご
み
収
集
▼
ご
み
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
患
者
輸
送
バ
ス
▼
十
二
月
二
十
九
日

〜
一
月
三
日

○
火
葬
場
▼
十
二
月
三
十
一
日
〜
一
月

二
日

337̲911̲331  09/12/08  16:33  ページ 17



広報しずくいし　第647号

●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報を
お知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020−0595（住所不要）
電話番号：直通 692−6570
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

まちの話題・出来事紹介

1 1 月 6 日

東京都荻窪小学校に出前授業を実施
生産者と消費者の顔の見える関係築く

啓明バザーに今年も参加
雫石の農畜産物に長蛇の列

11月7日

18

11月3日、4日

環境に配慮した取り組みを紹介
町内2企業で環境報告会開く

11月 3日に盛岡セイコー工業㈱、11月 4日には
小岩井乳業㈱で「地域とはじめる環境報告会（開催企
業、環保連、県主催、町共催）が開催され、町内外か
ら約 30人が参加しました。報告会では、工場などの
概要、環境に配慮した取り組みなどの説明が行われ、
その後、工場内の見学が行われました。参加者から
は、「環境に対する配慮が素晴らしい」、「工場の見学
ができて良かった」、「もっと多くの企業が環境報告
会を開催してほしい」などの感想が話されました。

工場見学で企業の説明を熱心に聞く参加者

11月 7日、東京都昭島市の啓明学園バザーに、町
から委託を受けた NPO法人しずくいし・いきいき
暮らしネットワーク（西山甲士良理事長）が参加しま
した。バザー当日は、天候にも恵まれ、雫石牛の焼き
肉販売には長蛇の列。そのほか、南部かしわの焼き鳥
や芋の子汁、ねぎ、しいたけなどもすべて完売するほ
ど好評でした。同校は、毎年 5月に本町を訪れ、農作
業体験を行うなど、平成 5年から交流が続いており、
バザーへの参加は今年で 13回目となりました。

長蛇の列ができるほど好評だった雫石の出店ブース

11月6日、JA新いわて南部地域稲作生産部会の滝沢秀一会長と森合
藤夫さんが東京都杉並区の荻窪小学校を訪れ、同校児童に割りばしと
すりこぎ、軟式野球ボールなどを使った稲の脱穀、もみすり、精米に
ついての出前授業を行いました。この出前授業は、町が平成17年から
取り組んでいる「いわて食育」首都圏交流事業の一環で、首都圏の小
学校における食育の取り組みを支援するとともに、生産者・消費者相
互の交流を行い、首都圏との「顔の見える関係」を構築するため、毎
年2回同校教員が本町を訪れ、農作業体験を行ったり、年4〜5回出前
授業を実施したりしているものです。

指導を受けながら割りばしでの脱穀に挑戦する荻窪小児童
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19 広報しずくいし　第647号

食を中心とした町の活性化を推進する「しずくい
し料理研究会」の設立総会が 11月 26日、町総合福
祉センターで行われ、中屋敷町長をはじめ同研究会
員ら約 30人が参加しました。
同会は、地元食材のブランド力を高め、地産地消や
食を通じた観光客誘客を図ることが目的で、町内の
宿泊施設の料理長、生産者、観光業界関係者ら 25人
で組織され、農業・商業・観光業が一体となった地
産地消を推進していきます。

観光と食産業の活性化へ
しずくいし料理研究会設立

1 1 月 2 6 日

1 1 月15日

公民館建設10周年を記念し
晴山行政区で環境学習会を開催
晴山地域公民館の建設10周年を記念した環境学

習会が11月15日、同公民館で開かれ、地区民など
およそ50人が出席して地球温暖化防止などについ
て学びました。講師は元西根小学校長で現在県地球
温暖化防止活動推進員を務める梅野克雄さん。ここ
100年間で雫石の平均気温が1度上昇していること
や紅葉の時期が30日も遅れていることなど身近な
事例を挙げて紹介。梅野さんは「地球は現在微熱状
態であり、いつ高熱になるか分からない」と語りか
け、出席者は真剣に聞き入っていました。

晴山地域公民館10周年を記念して開催した学習会

地産地消などを推進するしずくいし料理研究会の設立総会

TOWN TOPICS

①職種 ②基本給 ③求人番号④必要資
格など　注）◉印は正社員採用

小岩井農牧㈱小岩井農場（丸谷地）：①牛の飼養管理②134,780〜162,380円
③03010−14067591④1種普通免許、経験者尚可　日総工産㈱（町内）：①
事務用機器操作②134,400円③03070−1763791④1種普通免許　㈲岩
手ふじ乳産（高前田）：◉①食品製造および雑務など②116,000〜121,000円
③03010−13360491④1種普通免許　㈲盛岡北自動車販売（板橋）：◉①2
級自動車整備士②155,000〜235,000円③03010−13390091④自動車 2
級整備士、1種普通免許、経験者優遇　医療法人仁泉会ショートステイおう
しゅく（鴬宿）：◉①看護師②185,000〜21万円③03010−13441491④正
看護師または准看護師、1種普通免許 同（鴬宿）：①看護師②145,000〜19万
円③03010−13442791④正看護師または准看護師、1種普通免許 同（鴬
宿）：①栄養士②135,000〜15万円③03010−12079091④栄養士　法面
工事　アスピレーション（西安庭）：◉①法面工②184,000〜253,000円③
03010−13506791④1種普通免許、玉掛、車輌系、移動式クレーン資格
者優遇 合同会社ふれあいの家（稲荷下）：◉①ケアマネージャー②18万〜
19万円③03010−13550591④介護支援専門員、1種普通免許　同（稲荷
下）：◉①介護福祉士②125,000〜135,000円③03010−10470391④介護
福祉士、1種普通免許 ㈲上中屋敷重機（御明神）：◉①土木作業員②161,000
〜184,000円③03010−12776491④不問　㈲エキスパートロジスティッ
ク（板橋）：①運転手（配送）②146,400円③03010−12787291④1種普通
免許、4ｔ車以上の運転経験者尚可　杏仁不動産合資会社（町内）：◉①介護支
援専門員②25万〜30万円③03010−12618991④介護経験半年以上、介
護支援専門員　同（町内）：◉①支援相談員②18 万〜 20 万円③
03010−12620291④介護経験半年以上、社会福祉主事 ㈱ケアサービスわ
が家（七ツ森）：◉①ケアマネージャー②17万〜18万円③03010−11809
391④ケアマネージャー、1種普通免許、経験必須 沼田歯科クリニック（町
裏）：①歯科助手②12万〜17万円③03010−11834991④不問　社団医療法人
康生会鶯宿温泉病院（南畑）：◉①准看護師②160,100〜200,700 円③
03010−11946191④准看護師免許 同（南畑）：◉①看護師、准看護師②
160,100〜280,000円③03010−10298791④看護師または准看護師免許
同（南畑）：◉①管理栄養士②184,500円③03010−10636191④管理栄養士
㈱ビルド遠藤（町内）：◉①土木施工管理技士②21 万〜 35 万円③
03011−378991④経験 3年以上、1級土木施工管理技士　医療法人社団銀
河雫石大森クリニック（千刈田）：◉①看護師②21 万〜22 万円③
03010−11571891④正看護師免許 ㈱やわらぎホーム 盛岡営業所（板
橋）：◉①現場監督②18万〜24万円③03010−11331591④現場監督経験
者、パソコン使える人、1種普通免許、2級土木施工管理技士 ㈱銀河調剤
（町内または盛岡市）：◉①薬剤師②232,000〜45万円③03010−10335991④薬
剤 師 　 ㈱ 中 村 建 設（下 曽 根 田 ）：◉①土 木 技 術 者②20 万 〜 35 万 円③
03010−10339291④建設業（土木施工管理）経験がある人、土木施工管理技士
1級、1種普通免許 山下縫製工業㈲（上町）：◉①婦人服製造工②108,836円③
03010−10620391④経験者希望 中間法人東日本福祉手技療法普及協会（町内）：
◉①エステティシャン②15万〜20万円③03010−10621691④経験あれば尚
可、エステティシャン認定資格あれば尚可 同（町内）：◉①リラクセーション
セラピスト②13万〜18万円③03010−10623491④経験あれば尚可、マッ
サージ師・はり師・きゅう師資格あれば尚可 ㈱岩手クボタ（町内）：◉①営業ス
タッフ②151,000〜183,000円③03040−3115691④1種普通免許 同（町内）：
◉①整備スタッフ②151,000〜183,000円③03040−3114391④1種普通免許、
整備経験

※11月 20日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった事業所の求
人情報です。
【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一部門
（☎624−8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、事業所
へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、すでに充足済みとなっ
ている場合もありますので、ご了承ください。※役場１階に求人情報を
掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場産業振興課（☎直通 692‑
6497）

いわて年末年始無災害運動
岩手労働局と岩手労働災害防止団体連絡協議会
が主唱する「いわて年末年始無災害運動」が１日
から始まりました。今回は「危険を見つけて　無
くそう災害　あなたの無事が　家族の願い！」を
スローガンに掲げ、平成 22年１月３１日まで、
関係者一丸で安全意識の高揚を図ります。
年末年始の慌ただしさに加え、凍結や降雪など

自然要因からも増加が懸念されるこれからの季
節、安全について一層深く認識し、労働災害を撲
滅しましょう。
【実施期間】12月 1日〜平成 22年 1月 31日
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（３月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
２月

21   米澤　白嶺
� � �

・男・（邦彦）駅　前
25   中川富優香

� � �

・女・（ 茂 ）高前田一区
３月

９   石亀　瑛太
� � �

・男・（ 晃 ）　林
11   田中　もも・女・（勝利）谷　地
13   髙橋　春翔

� � �

・男・（博之）籬　野
17   佐々木葉久

� �

・女・（ 潤 ）谷　地
24   高橋　俊貴

� � �

・男・（義典）天　戸
24   高橋琉音萌

� � �

・女・（愛美）馬　場

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名
２月

28   丹内　惠子（63・本人）上町三
３月

１   階　　フミ（82・佐々木美智子）下町三
２   高畑　勇吉（87・本人）七　区
３   小志戸前久志（80・拓也）山津田
６   藤原　サメ（84・正次）五　区
８   諏訪　一二（79・本人）　林
10   坂下　ヒサ（87・有一）中　沼
13   髙橋　長正（64・本人）片子沢
15   上川原富男（74・本人）高前田二区
15   泉川　幸司（28・幸雄）まがき
17   下川原正男（84・本人）下川原
19   勝田　広一（46・本人）陽和郷
20   村上　勇夫（70・政伸）野　中
23   中村　マサ（88・ 茂 ）高前田一区
24   中山　良一（58・本人）中　沼
25   林尻　タエ（78・寿夫）中　南
25   立花　キヱ（75・忠夫）野　中
26   大鷲　清正（84・昭一）まがき
28   菊池　幸夫（62・本人）七ツ森

イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです
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この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません。

雫石の色鮮やかな東の玄関口
板橋今月は…　 　  から板橋今月は…　 　  から

植栽に先駆けて行った土づくり

板橋行政区の活動を紹介する
髙橋　德行さん（68歳）

い
ま
す
。

近
年
は
、
高
齢
化
に
伴
い
若
い
人

に
あ
ま
り
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
た

ち
や
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
花
壇
を
き
っ
か
け
に
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
、
一
人
ひ
と
り
の
つ
な

が
り
が
強
い
活
気
あ
る
行
政
区
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

板
橋
行
政
区
は
、
昔
か
ら
の
居

住
者
が
少
な
く
、
事
業
者
が
多
い

行
政
区
で
す
。板
橋
で
は
、こ
の
地

域
に
ま
と
ま
り
を
持
た
せ
る
た
め

に
も
、
花
を
通
じ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
平
成
五
年
か
ら

始
め
た
国
道
沿
い
の
花
壇
で
す
。

板
橋
は
雫
石
の
東
の
玄
関
口
。
町

外
か
ら
気
持
ち
良
く
こ
の
町
を
訪

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
住
民

や
企
業
も
協
力
し
な
が
ら
花
壇
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
月
ご
ろ
か
ら
フ
ラ

ワ
ー
同
好
会
を
中
心
に
土
づ
く
り

な
ど
の
準
備
を
始
め
、
ベ
ゴ
ニ
ア

や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
お
よ
そ
千
二
百

株
の
花
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
草

取
り
や
水
や
り
な
ど
の
維
持
管
理

も
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。
水
は

雨
水
を
タ
ン
ク
に
貯
め
た
も
の
を

使
う
な
ど
の
工
夫
も
し
な
が
ら
、

で
き
る
人
が
交
代
で
世
話
を
し
て

定期的に行った草取りなどの花壇の管理
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広報しずくいし　第647号

発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。12

吉
智
・
若
奈
夫
妻
の
子

︵
橋
場
︶

千
葉
　

く
ん

正
男
・
睦
子
夫
妻
の
子

︵
野
中
︶

長
沢
優
依
奈

�

�

�
ち
ゃ
ん

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募
お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に
子の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏
名、住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添
え、誕生月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020−0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

何をするにもいつも一緒の二人。おかげで笑顔も 2
倍！喜びも 2倍！そしていたずらも 2倍（笑）！家族み
んなそんな二人が大好きです。これからものびのび成
長し、思いやりのある子に育ってね。

太
智

�
�
�

光
智

�
�
�

「幼稚園でやったの！」と言って歌や踊りを教えてく
れます。大好きなお兄ちゃんだけど〝ライバル！〟ちい
ちゃくたって同じように扱わないと怒るんです。いつ
もマイペースで笑顔が素敵な優依奈！その笑顔いつま
でも忘れないでね！

（　まちの地デジ情報　）（ ））（

す
︶
ほ
か
、
ご
自
宅
で
地
デ
ジ
放
送
を
受

信
す
る
方
法
な
ど
の
質
問
に
も
お
答
え
し

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
町
内
行

政
区
な
ど
の
会
合
に
も
出
張
説
明
に
伺
い

ま
す
。
お
気
軽
に
デ
ジ
サ
ポ
岩
手︵
☎
９
０

３
・
０
１
０
１
︶に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
町
内
で
予
定
し
て
い
る
説

明
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
17
日
︵
木
︶
　
雫
石
公
民
館

▽
12
月
18
日
︵
金
︶
　
西
山
公
民
館

両
会
場
と
も
９
時
30
分
〜
16
時

▽
平
成
22
年
１
月
17
日
　
中
央
公
民
館

13
時
〜
15
時

町
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

に
関
す
る
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
日
・
ア
ナ
ロ
グ
放

送
終
了
六
百
日
前
イ
ベ
ン
ト
が
十
二
月
一

日
、
盛
岡
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
地
デ
ジ
移
行
に
向
け
た
普
及
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雫
石
町
内
で
も
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
相
談
︵
愛
称
・
デ
ジ
サ
ポ
岩
手
︶
と
連

携
し
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
機
器
に
触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

︵
会
場
に
よ
っ
て
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

◆
地
デ
ジ
移
行
ま
で
６
０
０
日
と
な
り
ま
し
た
◆

12月1日盛岡市内で行われた地デジPRイベント
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22

イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

税情報
12月の納税　町県民税第 4期

国民健康保険税第 6期
町内の温泉旅館を利用しましょう
入湯税は温泉に入浴する時にかか

る税金です。入浴者が温泉旅館などを
通じて町に納めることになっていま
す。入湯税額は、宿泊で 150円、日帰
りで 75円（自炊旅館では、それぞれ 75
円、35円）です。
平成 20年度町に納められた入湯税

は 9,143万円でした。入湯税は、その
使いみちが特定されており、雫石町の
観光振興や源泉の保全、環境衛生施設
や消防施設などの整備に使われる目
的税として課税されています。　　
入湯税についてご理解いただき、町

内の温泉をお楽しみください。
【担当】町役場税務出納課町税管理担
当（☎692−6482）

（10月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名

10月
1 中村　優太

���

・男・（伸弘） 林
3 袖林　輝

�

星
�

・男・（翔太）駒木野
4 大久保七海

���

・女・（康洋）上町一
5 川﨑　友

�

稀
�

・女・（翔吾）安　庭
7 矢幅　　浬

���

・女・（克矢）西根谷地
7 福田璃

�

希
�

愛
�

・女・（侑太）　林
7 町場真

�

陽
�

色
�

・女・（忠之）和　野
15 松原　良輔

�����

・男・（昭生）晴 山
19 北田有

�

希
�

奈
�

・女・（裕治）天　瀬
20 上中屋敷心

�

羽
�

・女・（優希）中　島

10月
1 藤本　　貢（76・満�）馬　場
3 金戸キヨノ（93・範司）七　区
5 瀧沢枡五郎（80・久榮）滝　沢
5 堤　　賢太（27・本人）上町二
8 安ケ平茂𠮷（76・本人）片子沢
8 上野　ヨテ（90・シホ子）極楽野
8 谷地　愛作（79・本人）（明）谷地
9 中谷　俊子（73・清和）極楽野
11　堂屋      矗（79・ 智 ）黒　沢
11 佐々木康市（60・本人）安　庭
12 髙橋　　正（79・忠夫）天 戸
13 山崎　政志（82・本人）小　松
13 中村　ミツ（83・ 隆  ）下町二
13 金子八重子（83・ 克  ）上野沢
14 髙橋　明子（59・勝義）赤　滝
15 髙橋　チヨ（82・保富）和　野
15 岩持 忠一（69・本人）（明）谷地
17 中村　ウメ（83・本人）晴 山
17 北湯口　洋（41・浅沼千亀）上町一
17 米澤　陽浩（74・本人）赤　滝
24 安本德之進（80・本人）　林
25 村上　ミヨ（78・正己）六　区
27 林尻　信𠮷（67・勇人）中　南
29 伊� 昇（79・伊藤登志成）男　助
31 四ツ家トク（91・本人）上春木場

・岩手県能率手帳　700円（税込み）
【販売期間】　平成 22年 1月 15日（金）
※在庫がなくなり次第終了させていた
だきます。
【問い合わせ先】雫石町統計調査員協
議会事務局（町経営推進課内☎692−21
11内線 273）まで。

県高齢者総合支援センターでは、シ
ルバー 110番を開設し、高齢者やご家
族の皆さんが暮らしの中で困っている
ことや悩んでいること、知りたいこと
などについての相談をお受けしていま
す。専門相談には、医師や弁護士、学
識経験者の先生方が応じます（要予
約）。相談は無料、また、秘密は厳守し
ますので、安心してご相談ください。
匿名でも構いません。
【一般相談受付時間】月曜日〜金曜日 9
時〜17時
【専門相談】事前の予約が必要となり
ますので、お問い合わせください。
【相談ダイヤル】フリーダイヤル 012
0−848584
【問い合わせ先】岩手県高齢者総合支
援センター（☎625−0110）

県民生活センターでは、交通事故相
談を無料で実施しています。交通事故
相談員が来所や電話での相談に応じる
とともに、弁護士による相談も原則毎
週月曜日に行っています。
お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】同センター（☎624−2
209）

雫石の厳寒の恒例行事「雫石町裸参
り」の参加者を次のとおり募集してい
ます。
【開催日】平成 22年 1月 17日（日）
【祈願順路】三社座神社〜永昌寺
【参加資格】中学生以上の健康な人
【申し込み期限】12月 28日
【申し込み・問い合わせ先】裸参り実
行委員会事務局・古舘謙太郎（☎090−5
831−7933）

高齢者なんでも相談に
お気軽にお電話ください

交通事故でお困りの方県
民生活センターにご相談を

厳冬の恒例行事「雫石
裸参り」の参加者募集
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【広告】

広報しずくいし　第647号

昔語り館では、年末を控えしめ飾
り・わら細工教室を開催します。「地域
に伝わるしめ飾りやわら細工を手作り
し飾りたい」という人や「冬休みの工作
にいつもと少し違ったものを」と考え
ている人は、お気軽にご参加ください。
【日時】12月 27日（日）13時〜16時
【場所】雫石昔語り館（上町東）
【参加費】無料
【申し込み締め切り日】12月 22日（火）
【申し込み先】雫石昔語り館（☎656−9
025）、町役場環境対策課（☎692−6486）
まで。

公的個人認証サービスのシステム更
改に伴い、電子証明書の発行・失効な
どの業務を 12月 25日（金）17時から平
成 22年 1月 4日（月）9時までの間休止
します。ご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。
【問い合わせ先】町役場住民課（☎692−
6470）まで。

経済産業省では、平成 21年工業統計
調査を 12月 31日現在で実施します。
この調査は、製造業を営む事業所を

対象として、その活動実態を調査する
ものです。調査結果は、国や地方公共団
体の行政施策の基礎資料として利用さ
れ、さらには企業のほか大学などでの

研究資料など、幅広く活用されます。
調査票に記入いただいた内容は、統
計法に基づき秘密が厳守されます。
調査対象となる事業所には 12月中

旬から来年 1月にかけて町の統計調査
員がお伺いしますので、調査票の記入
と提出にご協力をお願いいたします。
【問い合わせ先】詳しくは、町経営推進
課情報統計担当（☎692−6571）にお問
い合わせください。

森林は所有されている皆さんの資産
であるとともに、水源かん養や地球温
暖化防止などの役割を果たしている公
共財産でもあり、地域社会にとって重
要な資源です。
大切な森林を違法な伐採や無秩序な
開発から守るため、伐採届出が法律で
定められています。森林を伐採する場
合は、自分で伐採する場合はもとより
業者に伐採を依頼する場合であって
も、町へ届け出しなければなりませ
ん。伐採届出書の提出をお願いいたし
ます。
【届け出期間】実際に伐採を始める 90
日から 30日前まで
【問い合わせ先】町産業振興課林業振
興担当（☎692−6495）

岩手県立産業技術短期大学では、平
成 22年度一般入学試験を行います。
【募集人員】メカトロニクス科、電子技
術科、建築科、産業デザイン科、情報

技術科＝各 10人（矢巾キャンパス）、生
産技術科、電気技術科、建築設備科＝各
8人（水沢キャンパス）
【出願資格】平成 22年 1月 8日〜1月
22日（消印有効）
【試験日】平成 22年 2月 2日（火）
【募集要項・問い合わせ先】同大学校教
務学生担当（☎697−9088）まで。

岩手県と財団法人ふるさといわて定
住財団では、平成 23年 3月卒業予定の
学生を対象にした会社説明会を開催し
ます。
【日時】平成 22年 1月 28日（木）13時
〜17時
【会場】岩手県産業文化センターアピオ
【対象者】平成 23年 3月に大学院、大
学、短大、高専、専門・専修学校を卒業
予定の学生
【参加企業】岩手県内に事業所を有する
企業　　
【内容】①参加企業との会社説明（履歴
書不要）②就職相談③適職診断　など
【問い合わせ先】同財団（☎653−8976）ま
で。

2010版岩手県民手帳・岩手県能率
手帳を販売しています。各手帳には、県
勢情報、統計資料など岩手の情報が掲
載されています。町役場 2階経営推進
課で購入できます。
【販売価格】
・岩手県民手帳　　600円（税込み）

昔語り館でしめ飾り・わ
ら細工教室を開催します

経産省の工業統計調査に
ご協力をお願いします

県立産業技術短期大学
一般入学試験行います

いわて就職ガイダンス
で学生の就活応援します

来年の県民手帳と能率
手帳を販売しています

森林を伐採する場合は
町へも届け出が必要です

公的個人認証サービス業
務が一時停止いたします
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雫石のラジオ情報発信番組　BOOM！SHIZUKUISHI 放送予定日のお知らせ
12月18日、12月30日／ラヂオもりおか（ＦＭ76.9MHz）／9時30分〜40分（10分間）

あとがき
●師走に入りふと今年の干支は何だったか
思い出してみました。2009年は丑（うし）年。
新型インフルエンザの流行や政権交代で、小
岩井農場で見かけるのんびりした牛ではな
かったように思います。一方、町の 10大
ニュースも決定しました。投票いただいた皆
さんありがとうございました。来年こそ明る
い話題がいっぱい続きますように。　（千）
●   あっという間に 12月。何となく 1年を振り返
てしまいます。某広報担当も言っていましたが
物事を伝えるのはやはり難しい。伝えるにはま
ず理解。私には理（ことわり）なんて解（わか）りそ
うもないのできっと来年も大変だろうな。（古）

◆12月   
   13日   西 山 診 療 所  693−3202
   20日   御 明 神 診 療 所  692−3203
   23日   上 原 小 児 科  692−3907
   27日   篠 村 医 院  692−5151
   29日   篠 村 泌 尿 器 科  692−1285
   30日   雫 石 診 療 所  692−3155
   31日   鶯 宿 温 泉 病 院  695−2321

●人のうごき   平成21年 10月末現在
  男        8,951人（△22）  出生  11人
  女        9,633人（△22）  死亡  27人
  計       18,584人（△44）  転入  16人
世帯数  6,066世帯  （△5）  転出  44人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　 10月末
      火　事 0件 （　4件）
       救　急 56件 （538件）
※カッコ内は1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署） ※この日程は医師の都合で変更になることがあります

休 日 当 番 医
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「どんどん上達していく受講生を見るのはうれしい」と語る桂さん

※１月の当番医は現在調整中です。決まり
しだい休日当番医表を全戸配布します。
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